タヘンリョウ　データ　二　タイスル　クラスタリングホウ　ノ　トウケイ　リロン by テラダ, ヨシカズ & 寺田, 吉壱
Osaka University








                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  
 
氏  名  （  寺  田  吉  壱 ）  
論文題名 
 







































                                      様式7 
論文審査の結果の要旨及び担当者  
氏  名  （ 寺田 吉壱 ）  
論文審査担当者 















かかわらず統計的推測の基礎付けは十分ではなかった．申請者は，reduced k-means (RKM) 法とfactorial k-means (FKM) 
法に焦点を当て，母数空間のコンパクト性を課すことなく一般的な状況の下で，RKMとFKMの一致性（consistency）を
証明することに成功した．また，RKMとFKMとはその定義から双対的な関係にあると言ってよいが，それらの類似性・相
違性に関する数学的な研究は皆無であった．そこで，申請者はそれらが漸近同等になるための数学的条件を提出し，
その条件が極めて厳しいことを指摘した．この結果はRKMとFKMとは基本的に異なるクラスタリング法であることを示
している．これら研究成果は2編の英文学術論文として出版されることが決まっており，各所で高い評価を得ている．
 二つ目の研究成果は高次元データに基づくクラスタリング法の開発である．近年ITやICT，そして各種のセンサリン
グ技術の発展によって超高次元データが容易に採取できるようになったことから，それらを分析するための統計的方
法論の開発が焦眉の急となっている．申請者は，高次元ほどクラスタリングの精度が向上する可能性があることに気
づき，サンプルサイズを固定し次元数が発散するという高次元小標本理論の枠組みにおいて，クラスタラベルを一致
推定できることを数学的に証明した．一般に高次元データの統計解析は困難を伴うことが多いが，高次元を味方に付
けそれを有意義に利用することができることを示した価値は高い． 
以上より，提出された論文は，博士（理学）の学位論文として価値があるものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
